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【
立
山
舟
橋
商
工
会
】

　

役
員
数
は
三
十
五
名
で
、
総
代

数
が
百
四
十
名
と
な
る
。
商
業
、

工
業
、
建
設
、
観
光
、
サ
ー
ビ
ス

の
五
部
会
制
と
し
、
委
員
会
と
し

て
金
融
審
査
委
員
会
を
設
け
る
。

事
務
所
は
立
山
に
本
所
、
舟
橋
に

支
所
を
置
く
。

【
富
山
市
北
商
工
会
】

　

役
員
数
三
十
五
名
で
、
総
代
数

を
百
三
十
名
と
す
る
。
部
会
は
商

業
、
工
業
、
薬
業
の
三
部
会
で
、

組
織
運
営
、
金
融
審
査
、
地
域
活

性
化
推
進
の
三
委
員
会
を
置
く
。

事
務
所
は
和
合
が
本
所
、
和
合
を

含
む
旧
商
工
会
に
支
部
を
位
置
づ

け
、
併
せ
て
支
所
を
設
置
す
る
。

【
高
岡
市
商
工
会
】

　

役
員
は
三
十
五
名
、
総
代
は

百
二
十
名
と
な
る
。
商
業
、
工
業

の
二
部
会
制
と
し
、
金
融
審
査
、

総
務
、
事
業
、
観
光
、
広
報
の
五

委
員
会
が
置
か
れ
る
。
事
務
所
に

つ
い
て
は
戸
出
が
本
所
、
旧
商
工

会
に
支
部
・
支
所
を
設
け
る
。

【
南
砺
市
商
工
会
】

　

役
員
は
三
十
五
名
で
、
総
代
は

百
五
十
名
と
な
る
。
会
員
数
は
県

内
最
大
規
模
。
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
、
工
業
、
建
設
業
、
観
光
の
四

部
会
を
置
き
、
委
員
会
と
し
て
総

務
企
画
、
金
融
審
査
、
収
益
事
業

推
進
、
組
織
強
化
・
広
報
、
支
所

振
興
を
位
置
づ
け
た
。
事
務
所
に

つ
い
て
は
福
光
に
本
部
、
旧
商
工

会
に
支
部
を
設
け
、
併
せ
て
事
務

所
を
置
く
。
な
お
、
本
部
は
三
年

後
の
移
行
を
申
し
合
せ
て
い
る
。

【
富
山
市
南
商
工
会
】

　

役
員
数
三
十
五
名
で
、
総
代
数

が
百
二
十
名
と
な
る
。
部
会
は
商

業
、
工
業
、
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
の

三
部
会
制
。
委
員
会
と
し
て
金
融

審
査
、
組
織
検
討
、
自
主
財
源
検

討
の
委
員
会
を
設
け
る
。
事
務
所

に
つ
い
て
は
本
部
セ
ン
タ
ー
を
県

中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
置

き
、
支
部
セ
ン
タ
ー
は
細
入
を
含

む
旧
商
工
会
に
設
け
る
。

【
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
】

　

役
員
は
三
十
五
名
で
総
代
が
百

八
名
と
な
る
。
部
会
は
商
業
、
工

業
の
二
部
会
制
。
委
員
会
に
お
い

て
は
金
融
審
査
、
組
織
検
討
、
自

主
財
源
検
討
の
三
委
員
会
を
設
け

る
。
事
務
所
は
八
尾
に
本
所
、
山

田
に
従
た
る
事
務
所
を
置
く
。

　

こ
の
四
月
に
は
六
つ
の
新
商
工

会
が
誕
生
し
、
県
内
十
四
商
工
会

の
体
制
と
な
る
。
新
し
い
商
工
会

へ
の
期
待
が
膨
ら
む
中
、
準
備
も

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
。
合
併
商
工
会

の
体
制
は
次
の
通
り
。
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商工
春
秋
▼
岡
山
県
の
倉

敷
駅
前
に
あ
る

北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
の「
チ

ボ
リ
公
園
」を
モ
デ
ル
に
し
た
都

市
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク「
倉
敷
チ
ボ

リ
公
園
」が
、
平
成
二
十
年
末
を

も
っ
て
閉
園
す
る
と
知
り
、
十
二

月
最
後
の
日
曜
日
に
訪
れ
て
み

た
。
園
内
に
は
、
子
供
達
の
歓
声

が
響
き
、
遊
具
に
乗
る
た
め
の
列

が
で
き
る
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
来

園
し
て
い
た
▼
こ
こ
は
、
岡
山
県

が
主
体
と
な
り
、
倉
敷
市
や
地
元

企
業
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
開
園

し
た
初
年
度
は
、
三
百
万
人
近
く

の
入
場
者
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は

百
万
人
を
割
り
込
む
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
た
▼
緑
豊
か
な
園
の
中

で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
町
並
み
の
再

現
は
、
心
と
き
め
く
も
の
が
あ
り
、

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
癒
し
の
空
間

で
あ
っ
た
。
す
ば
ら
し
い
園
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
十
一
年
間
と
い

う
短
い
期
間
で
閉
園
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
い
う
運
営
の
難
し
さ

に
心
が
痛
ん
だ
。
地
主
は
更
地
で

の
返
還
を
求
め
て
い
る
と
も
聞
く
。

し
っ
か
り
と
根
付
い
た
木
々
に
罪

は
な
く
、
公
園
と
し
て
存
続
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

県
商
工
同
友
会（
道
古
伸
夫
会

長
）は
、
二
月
十
七
日
、
小
矢
部

市
滝
乃
荘
に
お
い
て「
商
工
同
友

会
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、
県
下

商
工
同
友
会
よ
り
会
員
約
六
十
名

が
参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
帝
京
大
学
経

済
学
部
准
教
授
の
黒
崎
誠
氏
が

「
今
後
の
日
本
経
済
と
地
域
経
済

の
展
望
」と
題
し
、
経
済
記
者
時

代
の
様
々
な
取
材
で
知
り
得
た
経

営
者
心
理
か
ら
の
実
践
的
ア
ド
バ

イ
ス
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
、

浄
土
宗
大
覚
寺
住
職
、
中
西
玄
禮

氏
は
、「
わ
が
人
生
説
法　

美
し

く
、
燃
え
て
生
き
た
く
候
」と
題

し
講
演
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
会
員

間
の
親
睦
・
交
流
を
図
る
た
め
、

桜
井
森
夫
小
矢
部
市
長
、
林
説
則

小
矢
部
商
工
会
長
を
交
え
懇
親
会

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

人生と仏の道を説く中西氏

　
「
和
～
気
迫
有
効
に
し
て
精
気

躍
動
す
！
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
全
国
の
商
工
会
青
年
部
員

約
四
千
七
百
名
が
集
結
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
六
名
が
出
場
し
、

岡
本
喜
憲
さ
ん
（
八
尾
町
）
が
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
本
県
よ

り
出
場
。
発
表
の
前
に
は
、
八
尾

町
商
工
会
青
年
部
員
の
「
お
わ
ら

踊
り
」
に
よ
る
応
援
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
岡
本
さ
ん
は
、
八
尾
町

青
年
部
の
実
施
す
る
「
部
員
の
絆

は
、
顧
客
の
絆
運
動
」
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
、「
青
年
部
活
動
に

は
地
域
振
興
事
業
だ
け
で
な
く
、

部
員
の
経
営
面
に
役
立
つ
事
業
を

次回の富山大会をＰＲする笹木会長ら

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

力
強
く
発
表
し
、
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。

　

ま
た
、
富
山
大
会
の
Ｐ
Ｒ

ビ
デ
オ
が
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ

ン
に
映
し
出
さ
れ
、
ス
テ
ー

ジ
上
に
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
着
た
富
山
の
青
年
部

員
が
整
列
し
、
笹
木
隆
司
県

青
連
会
長
よ
り
「
大
勢
の
青

年
部
員
の
来
県
を
心
よ
り
お

待
ち
し
ま
す
」
と
十
一
月
に

実
施
す
る
富
山
大
会
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
。

　

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

（
植
村
政
人
会
長
）
主
催
の
第

十
一
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

が
福
岡
県
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
ド
ー

ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
県
か

ら
百
三
十
名
余
り
の
青
年
部
員
が

参
加
し
た
。
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平成 21年度  県 の 商 工 関 係 予 算
平成 21 年度の県一般会計予算が発表されました。主な事業予算は以下のとおりです。

拡

新

新

新

新

新

新

新

新

新

拡

新

新

新

新

新

新

新産業の創出
【新事業創出促進事業費】 228,140 千円
新商品・新技術開発促進事業 （123,474 千円）
新商品や新技術開発を行う企業に、開発の支援を行う技術開発補助
員を配置
ロボットモデル開発事業 （3,000 千円）
若手技術者によるパイロット的ロボット開発事業を実施し、ロボッ
ト開発研究を促進
ロボット技術研究交流事業 （4,700 千円）
県外でのロボット関連の展示会へのロボットの出展を通じ、本県の
研究成果や技術力を全国に紹介するとともに、県外企業等との交流
を促進
小水力発電可能性調査事業 （2,000 千円）
小水力発電の導入促進を図るため、河川などを対象に発電可能地点
について調査を実施

【環境・福祉系新技術開発促進事業費】 30,300 千円
【ＩＴ関連産業推進事業費】289,920 千円
ＩＴ経営導入促進モデル事業補助金 （5,400 千円）
中小企業が行う電子商取引などＩＴを活用したモデル的なシステム
開発に対し助成するとともに、中小企業のＩＴ経営戦略の明確化や
システムの進捗管理などのコーディネートを実施

ＩＴ活用事業革新支援事業 （34,650 千円）
中小企業が行うＩＴを活用した業務革新や取引拡大につながる商品・
技術開発等を県内情報関連事業者に委託

起業支援
トライアル発注推進事業 （3,200 千円）
中小企業者の生産した新商品について、県が認定すれば随意契約で
購入できるトライアル発注制度を引き続き実施するとともに、トラ
イアル発注商品のデザインマークを選定

産学官連携の推進による新技術・新商品の開発
【技術立県推進事業費】37,333 千円
地域産学官連携強化支援事業 （2,500 千円）
県内の大学、試験研究機関、産業支援機関に金融機関も含めた「産
学官金交流会（仮称）」を開催

【知的財産創造・活用促進事業費】 17,293 千円
知的財産創造事業	 	
国際特許出願支援助成事業 （1,100 千円）
地域団体ブランド発信応援事業 （390 千円）

企業立地の推進
【企業立地助成事業費】1,120,000 千円
設備投資や新規雇用を行った企業に対する助成

中小企業の振興
地域資源活用・農商工連携推進枠の創設
（新規融資枠：200,000 千円）
融資限度額：設備 70,000 千円（うち運転 10,000 千円）

小規模企業等経営支援短期資金 （500,000 千円）
（新規融資枠 2,000,000 千円）
資金繰り円滑化のための短期運転資金
融資限度額 6,000 千円

経済変動対策緊急融資 （10,474,000 千円）
（新規融資枠 24,000,000 千円）
※取扱期間を平成 22年 3月 31日まで 1年間延長

新

新

新

新

新

新

新

拡

新

新

拡

緊急経営改善資金 （2,820,000 千円）
（新規融資枠 4,000,000 千円）
※取扱期間・優遇措置を平成 22年 3月 31日まで 1年間延長

【地域産業活性化事業費】 43,692 千円
農商工連携等推進事業	 （1,900 千円）
事業化へ向けた事業計画のブラッシュアップを実施
相談会の開催、事例集の作成
農商工連携による売れる商品づくりセミナーの開催

農商工連携フォーラムの開催 （800 千円）
中小企業者と農林漁業者が融合し、新分野に挑戦する取組みを紹介す
る農商工連携フォーラムを開催（「一日中小企業庁 in とやま」と併催）

【小規模企業対策事業費】 1,369,771 千円
小規模事業者省エネルギー対策推進事業　1,300 千円

商業・サービス業の振興
空き店舗情報提供事業 （3,000 千円）
空き店舗情報を一元的に管理・情報発信するポータルサイトを製作・
運営するとともに、出店希望者からの相談に対応

商店街「にぎわいサロン」モデル事業 （33,170 千円）
商店街の空き店舗等を活用して、商店街に関する情報発信や地域住
民の交流の場を設置

歴史と文化が薫る商店街モデル事業 （4,500 千円）
中心市街地の歴史的・文化的資源の整備を支援し、全国にPRするこ
とでまちの活性化を図る。

まちの魅力アップサポーター事業 （94,700 千円）
商工会議所等に専任のサポーターを配置し、商店街の魅力向上を推進

雇用の確保と創出
【中小企業労使関係安定促進費】 7,079 千円
非正規労働者雇用安心サポート事業 （3,330 千円）

【勤労女性福祉対策費】 42,210 千円
子育て支援企業エントリー制度ホームページの整備 1,000 千円

とやま離職者支援職業訓練事業 （56,871 千円）
国の委託を受け、地方の創意工夫による地域の実情に沿った職業支
援のための職業訓練を実施

離職者ジョブチャレンジ訓練事業 （30,521 千円）
委託訓練を受講する前に体験訓練を実施

【緊急雇用安定対策職業訓練事業費】 73,382 千円
離職者の円滑な早期再就職を支援

【ヤングマイスター養成事業費】 2,000 千円
とやま若者ものづくり技能向上フェア（仮称）の開催
優れた若者技能者の全国大会出場を支援
若者ものづくり奨励制度（仮称）の新設

【ふるさと雇用再生基金事業費】 843,157 千円
「富山県ふるさと雇用再生特別基金」を活用し、今後の地域発展に資す
ると見込まれる事業で、求職者等の継続雇用が見込まれる事業を実施
市町村補助金　726,000 千円

【緊急雇用創出基金事業費】 574,221 千円
「富山県緊急雇用創出臨時特例基金」を活用し、非正規労働者・中高
年齢者等の失業者に対するつなぎの雇用、就労機会を創出するため
の事業を実施

若者や中高年世代の活躍の場の拡大
【人材確保対策事業費】 45,189 千円
緊急雇用対策支援員の配置 （6,200 千円）
U ターン人財マッチング促進事業 （16,450 千円）
首都圏等企業人材確保事業 （3,000 千円）
働き盛り U ターン促進事業 （1,000 千円）
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創業する上での課題などを意見交換

創
業
課
題
に
つ
い
て
聞
く

　

創
業
者
支
援
懇
談
会
開
催
　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
二
月
二
十
一
日
に

創
業
者
支
援
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
過
去
に
県
連

合
会
が
開
催
し
た
創
業
塾
の
受
講

者
か
ら
、
創
業
す
る
上
で
の
悩
み

事
や
課
題
、
創
業
支
援
の
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
傾
聴
し
、
今
後
の
創
業

支
援
に
生
か
す
目
的
で
実
施
。

　

懇
談
会
は
、
中
小
企
業
診
断
士

の
丸
亀
徹
氏
よ
り
「
創
業
す
る
上

で
の
注
意
す
る
点
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
た
後
、
出
席
者
全
員

か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
送
付
し
、
記

載
を
お
願
い
し
た
創
業
課
題
等
に

関
す
る
懇
談
会
の
テ
ー
マ
に
基
づ

い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

【
出
席
者
の
主
な
意
見
】

◇
創
業
す
る
上
で
の
悩
み
等

一
．
事
業
を
行
う
上
で
相
談
相
手

が
い
な
い

一
．
海
外
に
向
け
て
事
業
を
展
開

し
た
い
が
そ
の
方
法
に
つ
い
て

情
報
が
得
ら
れ
な
い

一
．
販
路
の
拡
大

一
．
事
業
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
創
出

一
．
事
業
を
展
開
す
る
上
で
法
人

に
す
る
か
個
人
に
す
る
か
悩
ん

だ
一
．
資
金
の
問
題
が
大
き
い

一
．
人
脈
づ
く
り
が
課
題

一
．
問
題
が
発
生
し
た
場
合
の
相

談
先
が
な
い

一
．
創
業
計
画
を
評
価
し
て
ほ
し

い
◇
必
要
と
思
わ
れ
る
公
的
支
援

一
．
創
業
す
る
際
の
助
成
金
や
補

助
金
の
拡
充
と
新
設

一
．
商
品
販
売
を
ア
シ
ス
ト
す
る

制
度

一
．
高
齢
者
向
け
創
業
者
支
援
制

度
の
新
設

一
．
公
的
支
援
制
度
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る

◇
創
業
塾
の
内
容
に
つ
い
て

一
．
講
師
は
、
い
つ
で
も
相
談
で

き
る
県
内
も
し
く
は
北
陸
の
方

が
よ
い

一
．
定
期
的
な
情
報
交
換
の
場
と

し
て
の
機
能
を
お
願
い
し
た
い

一
．
か
つ
て
、
受
講
生
と
同
じ
立

場
に
あ
っ
て
、
創
業
経
験
を
持

つ
技
術
畑
の
方
の
講
演
が
よ
い

　

懇
談
会
終
了
後
に
は
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
、
富
山
県
新
世
紀
産

業
機
構
の
担
当
職
員
、
丸
亀
氏
、

県
連
合
会
担
当
職
員
に
よ
る
個
別

相
談
会
も
実
施
さ
れ
た
。

【
創
業
塾
修
了
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
よ
り
】

（
過
去
三
年
間
の
創
業
塾
受
講
者

二
百
五
十
名
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
発
送
、
九
十
四
名
よ
り
回
答
）

◇
創
業
塾
を
受
講
後
、
創
業
さ
れ

　

ま
し
た
か

一
．
創
業
し
た　
　
　

二
十
八
名

二
．
今
後
創
業
予
定　
　

十
九
名

三
．
予
定
は
な
い　
　

四
十
六
名

◇
創
業
さ
れ
な
い
理
由
は

一
．
資
金
不
足　
　
　

二
十
一
名

二
．
創
業
す
る
自
信
が
な
い　
　

　
　
　
　
　
　
　

 　

 

十
七
名

三
．
適
切
な
店
舗
が
見
当
た
ら
な

い　
　
　
　
　
　
　

  　

七
名

◇
創
業
課
題
を
解
決
す
る
上
で
必

　

要
な
支
援

一
．
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

二
．
資
金
が
な
く
て
も
開
業
で
き

る
方
法

三
．
す
ぐ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
紹
介

　

県
連
合
会
で
は
、
今
回
行
わ
れ

た
懇
談
会
で
の
意
見
や
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
創
業
課
題
に
対
し
て
、
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
そ
の
支

援
ス
キ
ー
ム
や
内
容
を
再
検
討

し
、
創
業
者
が
必
要
と
し
て
い
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
体
制
づ
く
り
を

構
築
す
る
。

個別相談会風景

創
業
課
題
に
つ
い
て
聞
く
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中部経済産業局委託事業「地域力連携拠点事業」

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
国
や
県
な
ど
で
は
、
年
度
末
を
迎
え
る
中
小
企
業

者
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
緊
急
経
済
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
け
、
取
扱
金
融
機
関
へ

●
緊
急
経
営
改
善
資
金（
借
換
資

　

金
）の
拡
充

〔
融
資
対
象
〕　

次
の
す
べ
て
の
要
件

　

に
該
当
す
る
中
小
企
業
者

①
最
近
三
ヵ
月
間
の
売
上
高
が
過

去
三
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年
の

同
期
と
比
べ
て
三
％
以
上
減
少

し
て
い
る
方

②
経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
、
既
存

借
入
金
の
借
換
え
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
経
営
の
改
善
が
期
待

さ
れ
る
方

〔
資
金
使
途
〕

（
一
般
枠
）県
制
度
の
他
、
金
融
機

関
の
保
証
付
既
往
債
務
の
借
換
え

（
小
口
枠
）県
小
口
事
業
資
金
の
借
換
え

〔
融
資
限
度
額
〕

（
一
般
枠
）八
、〇
〇
〇
万
円

（
小
口
枠
）一
、〇
〇
〇
万
円

〔
融
資
利
率
〕　

年
一
・
九
〇
％
以
内

〔
融
資
期
間
〕　

一
〇
年
以
内（
う
ち

　

据
置
期
間
一
年
以
内
）

〔
取
扱
期
間
〕　

平
成
二
十
一
年

　
　
　
　
　
　

三
月
三
十
一
日
迄

〔
取
扱
方
法
〕　

商
工
会
の
認
定
書
及

　
び
実
施
計
画
書
を
添
え
て
取
扱
金
融

　
機
関

　

県
で
は
、
昨
年
十
二
月
一
日
か

ら
中
小
企
業
向
け
融
資
制
度
を
拡

充
し
て
い
ま
す（
太
字
が
拡
充
部
分
）。

●
経
済
変
動
対
策
緊
急
融
資
の
金

　

利
引
下
げ

〔
融
資
対
象
〕　

次
の
い
ず
れ
か
の
要

　

件
に
当
て
は
ま
る
中
小
企
業
者

①
最
近
三
ヵ
月
間
の
平
均
売
上
高

等
が
前
年
同
期
比
三
％
以
上

減
少
し
て
い
る
方

②
製
品
等
原
価
の
う
ち
二
〇
％
以

上
を
占
め
る
原
油
な
ど
の
仕

入
価
格
が
二
〇
％
以
上
上
昇

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

製
品
等
価
格
に
転
嫁
で
き
て

い
な
い
方

③
最
近
三
ヵ
月
間
の
売
上
総
利
益

率
又
は
平
均
営
業
利
益
率
が

前
年
同
期
比
三
％
以
上
減
少

し
て
い
る
方

〔
資
金
使
途
〕　

運
転
資
金

〔
融
資
限
度
額
〕　

八
、〇
〇
〇
万
円

〔
融
資
利
率
〕　

年
一
・
六
五
％
以
内

〔
融
資
期
間
〕　

七
年
以
内（
う
ち
据

　

置
期
間
一
年
以
内
）

〔
取
扱
期
間
〕　

平
成
二
十
一
年

　
　
　
　
　
　

三
月
三
十
一
日
迄

〔
取
扱
方
法
〕　

市
町
村
の
認
定
を
受

●
県
等
の
融
資
制
度
の
活
用
を

　

中
小
企
業
庁
は
昨
年
十
月

三
十
一
日
よ
り
緊
急
保
証
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
対
象
業
種
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
や
市

町
村
に
お
い
て
も
国
の
緊
急
対
策

に
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
融

資
制
度
を
新
設
、
拡
充
し
、
中
小

企
業
者
の
年
度
末
資
金
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

各
融
資
制
度
に
お
い
て
貸
出
要

件（
融
資
対
象
・
利
率
・
融
資
限

度
額
）は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
の

で
、
年
度
末
の
資
金
繰
り
で
お
悩

み
の
方
は
お
近
く
の
商
工
会
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
早
め
の

資
金
調
達
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
商
工
会

並
び
に
本
連
合
会
に
設
置
し
た
緊

急
金
融
相
談
窓
口
の
利
用
実
績
を

ま
と
め
た
。
窓
口
を
設
置
し
た
昨

年
十
一
月
十
四
日
か
ら
年
末
ま
で

の
一
ヵ
月
半
で
六
百
八
十
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
全
国

商
工
会
連
合
会
で
は
、
全
て
の
商

工
会（
千
九
百
三
ヵ
所
）に
お
い
て

の
利
用
実
績
を
ま
と
め
、
そ
の
件

数
が
六
万
件
を
突
破
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

県
内
商
工
会
で
の
相
談
内
容

は
、
資
金
繰
り
に
関
す
る
相
談
が

三
百
五
十
五
件
、
融
資
・
保
証
制

度
の
紹
介
が
三
百
三
十
四
件
と
な

り
、
両
項
目
に
関
す
る
相
談
が
大

半
を
占
め
た
。
金
融
機
関
の
貸
し

渋
り
に
関
す
る
相
談
は
六
十
五
件

で
、
こ
の
う
ち
苦
情
相
談
は
十
三

件
だ
っ
た
。

　

各
商
工
会
か
ら
の
報
告
で
は

「
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
に
お

い
て
十
月
以
降
急
速
に
受
注
量
が

減
少
し
、
パ
ー
ト
及
び
派
遣
社
員

の
整
理
を
行
っ
た
企
業
が
出
て
き

た
」「
公
共
事
業
の
減
少
に
よ
り

建
設
業
は
資
金
繰
り
が
悪
化
、
事

業
継
続
も
含
め
て
先
行
き
の
不
透

明
感
が
強
い
」な
ど
の
事
例
が
あ

り
、
業
況
悪
化
の
実
態
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
た
。

　

南
砺
市
長
・
同
市
議
会
議
長
と

の
懇
談
会
が
二
月
十
五
日
、
同
市

福
光
に
て
田
中
幹
夫
市
長
、
水
木

猛
市
議
会
議
長
と
南
砺
市
内
の
福

野
、
福
光
、
井
波
、
城
端
、
井
口
、

利
賀
村
、
五
箇
山
の
七
商
工
会
長

ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、
商
工

業
や
伝
統
産
業
、
観
光
振
興
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

七
商
工
会
は
、
四
月
一
日
に
合

併
を
控
え
て
お
り
、
合
併
を
記
念

昨
年
末
で
県
内
六
八
〇
件

緊 
急 
金 

融 

相 

談

観光振興など意見交換

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
や

観
光
振
興
、
経
営
改
善
普
及
事
業

な
ど
へ
の
支
援
を
要
望
し
た
。

※助成金等の支給条件やお手続き方法等については、
　富山労働局または最寄りのハローワークへお問合
　せください。

事業主の方へ

緊急雇用対策を実施しています！
１．雇用維持を支援します。『雇用調整助成金制度』

　中小企業の場合、賃金や手当の５分の４を助成します。
① 解雇せず休業や教育訓練・出向などで雇用を維持した
　場合です。
② 対象者を拡大し、雇用期間が６か月未満の雇用保険の
　被保険者等（新規学卒者を含む）も対象となりました。
③ 生産量や雇用数などの支給要件を緩和し、利用しやす
　くなりました。

２．雇入れを支援します。『特別奨励金』

　年長フリーター、派遣労働者等を雇入れた中小企業に１
人当たり100 万円（大企業には 50万円）を助成します。
① 年長フリーター等（25 ～39 歳）、内定を取り消された
　就職未決定者を正規雇用した場合や、
② 受け入れている派遣労働者を直接雇用した場合です。

３．住宅の継続貸与を支援します。『離職者住居支援給付金』

　社宅や寮などに離職後も引き続き労働者を居住させた
場合、月額４～６万円助成します（最大６か月）。

懇談会で挨拶する桜井市長

　

小
矢
部
市
長
・
同
市
議
会
議
長

と
の
懇
談
会
が
二
月
十
九
日
、
桜

井
森
夫
市
長
、
中
西
正
史
市
議
会

議
長
と
小
矢
部
・
津
沢
の
商
工
会

長
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、
商

工
会
合
併
支
援
や
観
光
支
援
策
に

つ
い
て
要
望
し
た
。

　

会
議
で
は
、
石
澤
義
文
県
商
工

会
連
合
会
長
が
「
合
併
推
進
に
努

力
し
て
お
り
、
今
年
の
四
月
に
県

内
は
十
四
商
工
会
と
な
る
。
小
矢

部
・
津
沢
の
合
併
協
議
も
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
市
の
支
援
を
お
願

い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

懇
談
会
の
中
で
、
桜
井
市
長
は

「
若
い
人
向
け
に
携
帯
電
話
の
サ

イ
ト
を
利
用
し
た
観
光
活
性
化
策

を
考
え
て
い
る
」
な
ど
と
観
光
客

増
加
に
向
け
た
構
想
を
話
し
た
。

ま
た
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
利
用

者
を
小
矢
部
に
呼
び
込
む
手
立
て

や
知
名
度

を
高
め
る

策
に
つ
い

て
意
見
交

換
が
な
さ

れ
た
。
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キャンペーン期間中に「全国商工会会員福祉共済（以下、福祉共済）」に加入すると、
全国の商工会地域自慢の特産品が、毎月抽選で当たります。

特産品が
当たる 新規加入キャンペーン新規加入キャンペーン新規加入キャンペーン 平成 20年11月1日（土）～

平成 21年10月1日（木）

　

中
小
企
業
白
書
に
よ
る
と
、

我
が
国
の
経
営
者
の
平
均
年
齢

は
二
〇
〇
四
年
時
点
に
お
い
て

五
十
八
・
五
歳
で
、
五
十
五
歳
以

上
の
経
営
者
が
引
退
を
考
え
て

い
る
年
齢
の
平
均
が
六
十
五
・
一

歳
と
あ
る
。
団
塊
の
世
代
が

一
斉
に
退
職
時
期
を
迎
え
た

「
二
〇
〇
七
年
問
題
」が
、
中
小

企
業
経
営
者
に
お
い
て
、
そ
の

五
年
後
に
再
び
起
こ
り
う
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
事
業

承
継
の「
二
〇
一
二
年
問
題
」と

い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

　

ま
た
同
白
書
で
は
、
経
済
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
事
業
承

継(

後
継
者
が
い
な
い)

を
理
由

に
毎
年
約
七
万
社
の
企
業
が
廃
業

し
、
そ
れ
に
よ
り
失
わ
れ
る
雇
用

は
二
十
万
人
か
ら
三
十
万
人
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
廃
業

に
よ
る
技
術
の
損
失
も
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。

　

事
業
承
継
対
策
を
ま
っ
た
く
し

な
か
っ
た
た
め
、
先
代
経
営
者
が
元

気
だ
っ
た
頃
に
は
、
隆
々
と
し
て

い
た
企
業
が｢

お
家
騒
動｣

と
と
も

に
業
績
を
悪
化
さ
せ
て
い
く
ケ
ー

ス
も
数
多
く
存
在
す
る
。
早
め
の

事
業
承
継
対
策
が
大
切
で
あ
る
。

事例に診る再チャレンジ
事 例
　ゲーム用ソフトウェアの開発会社は、過
剰な人件費等の先行投資資金が資金繰りを
逼迫し、資金調達の困窮から自己破産した。
　経営者は、ⅠＴ業界での長年プログラ
マーとしての実績を踏まえ、取引先から受
注の継続を取り付け、法的整理が完了した
ことから再創業を果たした。
　当面の人件費は、受注先との再契約の際
にプログラム開発着手金にて手当した。元
従業員のプログラマー数人も新会社に加わ
り、売上は減ったが固定費は大幅に削減さ
れ、採算ベースにのせることができた。

取引先の協力で再創業

　再チャレンジをお考えの方は、様々な取組みケース
がありますので、事前に最寄りの商工会又は県商工会連
合会の窓口へお気軽にご相談ください。
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桜まつり

あさひ桜まつり

福岡さくらまつり

第12回つざわ桜まつり

ふちゅう曲水の宴

第17回ごんべ祭り

城山公園お花見祭り

倶利迦羅さん八重桜まつり

第20回記念メルヘンの風少年少女駅伝大会

石動曳山祭

３／２７（金）～４／１３（月）

４／１１（土）

４／１１（土）～１２（日）

４／１２（日）

４／１２（日）

４／１２（日）

４／１２（日）

４／２８（火）～５／５（祝）

４／２９（祝）

４／２９（祝）

射水市商工会大門支所

朝日町商工会

さくらまつり実行委員会

津沢商工会

ふちゅう曲水の宴実行委員会

ごんべ祭り実行委員会

小矢部商工会

小矢部商工会

津沢商工会

小矢部商工会

0766－52－3510

0765－83－2280

0766－64－3088

0766－61－2356

076－469－2496

076－483－1420

0766－67－0756

0766－67－0756

0766－61－2356

0766－67－0756

イベント名 開 催 日 お問合せ先

４月月各地の

商店街活性化に貢献
　　　人材を募集します
商店街活性化に貢献
　　　人材を募集します

　商工会等に「まちの魅力アップサポーター」を配置。サポーターには、様々な中心市街地活性化、商業活性化事業の
企画・運営等に従事してもらいます。

県は、商店街活性化及び雇用対策を目的に、平成21年度新規事業として「まちの魅力アップサポーター事業（仮称）」
及び「商店街コミュニティセンター設置モデル事業（仮称）」を実施します。

●まちの魅力アップサポーター事業（仮称）

　商店街の情報発信や地域住民の交流の場として「商店街コミュニティセンター」を設置し、案内員を配置します。

●商店街コミュニティセンター設置モデル事業（仮称）

平成２１年度から年度更新の
申告・納付時期が変わります

　平成２１年度から、年度更新の手続は６
月１日から７月１０日までの間に行っていた
だくことになります。 
　なお、労働保険料の算定方法は変わりま
せん。（保険関係が成立した日からその年
度の末日までに支払う賃金の見込額に保
険料率を乗じて得た額となります） 

労働保険年度更新時期
変更のお知らせ

労働保険年度更新時期
変更のお知らせ

富山労働局より

詳しくは、富山労働局労働保険徴収室
（TEL 076－432－2714）まで
　　　　　　　　　　お問合せください。

平成２０年度まで　４/１～５/２０

平成２１年度から　６/１～７/１０

この 2つの事業について、いずれも賃金175 千円／月を予定。 
県商工会連合会はこれらの事業に取り組む意向で、近く人材を募集する予定にしています。

ものづくり企業の
技術マッチングを促進
ものづくり企業の
技術マッチングを促進
ものづくり企業の
技術マッチングを促進
ものづくり企業の
技術マッチングを促進

登録企業募集
中

　県商工会連合会では、中小企業とりわけものづくり企業が抱える製
造課題の解決に寄与するため、企業が持つ製造技術、設備などを調査、
データベース化して中小企業間のマッチングを支援する「ものづくり
企業技術マッチング事業」を実施しています。

登録を希望される方は、最寄りの商工会にご相談ください。

【事業の流れ】
①ものづくり企業の
　製造技術を登録
②技術のデータベース化
③ものづくり企業の
　製造課題抽出
④製造課題解決のための
　技術マッチング
⑤専門家による支援

〈お問合せ先〉富山県商工会連合会
☎076-441-2716


